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海洋状況表示システム（海しる）の取組報告

掲載情報の充実

◼ 海しるAPIで潮汐・潮流推算値

の提供を開始(R8年2月)

• 民間事業者等から、釣り、

サーフィン向けの情報サイトや

アプリへの利用報告あり。

◼ 海しるの改修を実施(R8年2月)

• データ連携機能の強化

• セキュリティの向上を実施

海しるAPIの拡充

海しるの改修

◼ 海洋状況表示システム（海しる）は、海洋状況把握（MDA）の能力強化に向けた取組の一環として、内閣府の総合

調整のもと、海上保安庁が運用している、ウェブブラウザ上で海洋に関する地理空間情報を一元的に閲覧すること

ができる情報サービス。毎年、情報の充実や機能強化を実施。

◼ 令和７年度に15項目を新規に掲載。情報更新についても随時実施。

（活用イメージ）

• 新規掲載した海面水温・海流、海底地形、クロロフィルa濃度の表示に

より、水温や流れの傾向、漁場が形成されやすい海域、餌が豊富な海域

を把握。

• 漁業者や地方自治体が、最適な漁場の位置を推定するために利用。

出典：海洋状況表示システム(https://www.msil.go.jp/)より作成，情報提供元：国土地理院、海上保安庁、JAMSTEC、JAXA、GEBCO,（C）Esri Japan

海面水温、黒潮

クロロフィルa濃度

海底地形図



次世代海洋情報（S-100シリーズ）について

・国際水路機関（ＩＨＯ）や国際海事機関（ＩＭＯ）において、海洋分野の情報の国際的
な共通規格（S-100シリーズ）が策定されつつあり、 新造する船舶に搭載される航
海用機器は2029年からS-100シリーズの対応が義務化される。

・海洋に関わる全てのデータは複数の目的で利用されおり、情報の規格化がなされ
ていない。

・情報の規格化が重要であり推進することで、様々な分野・産業において海洋情報
の利活用が実現する。

・規格化された様々な次世代海洋情報（S-100シリーズ）を総合調整のうえ整備し、
MDAに貢献。さらに、海洋ＤＸ、無人化、省人化を推進する。

情報が規格化されていない世界

関係者間での共有・利活用が難しい

情報が規格化されている世界



衛星シーガーディアン

【運用開始】 令和4年10月１9日（令和４年度は１機、令和５年度から３機体制、令和７年度から５機体制）

【運用拠点】 北九州空港 ※令和４～６年度（暫定運用） 海上自衛隊八戸飛行場

【導入機体】 米国ジェネラル・アトミクス社製「シーガーディアン」※操縦・整備要員はアウトソーシング

【飛行内容】 我が国周辺海域の監視警戒業務・事案対応（海難・災害対応）等

全長・全幅 １１.７ｍ × ２４.０ｍ
最大離陸重量 6,124 ｋｇ
航続可能時間 ２４時間以上

地上コクピット

無操縦者航空機運用センター

外国船舶の監視

神津島沖日本漁船乗揚海難対応

硫黄島噴火観測

能登半島地震における沿岸調査

令和７年４月より北九州空港に運用拠点を移転し本格運用開始

新たに２機を増強した５機体制により海洋監視体制が強化され、

複数の海域での海上保安業務に、同時に対応することが可能

となった

アンテナ

オペレーションセンター外観

業務指示・監督を行う海上保安官

新技術を活用した取組（海洋監視:無操縦者航空機）

令和８年３月２７日に４、５号機の２機を増強し、５機体制での運用開始無操縦者航空機
運用センター
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